
晩
唐
詩
人
章
荘
に
お
け
る
杜
詩
の
影
響

は
じ
め
に

社
甫
(
七
一
二
l

七
七

O
)
は
、
皆
同
代
の
み
な
ら
ず
、
中
島
文
学

史
上
、
最
も
著
名
な
詩
人
の
一
人
で
あ
る
。
後
世
、
あ
ら
ゆ
る
詩
人

が
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
彼
を
意
識
し
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
か
っ
た
。

意
荘
、
字
は
端
己
(
八
四
七

i
九
一
八
)
は
、
娩
農
時
代
の
詩
人

で
あ
り
、
彼
も
も
ち
ろ
ん
社
甫
を
強
く
意
J

識
し
て
い
た
し
、
社
甫
に

連
な
る
者
と
し
て
の
ゆ
か
り
も
あ
っ
た
。
以
下
、
い
く
つ
か
指
捕
で

き
る
杜
甫
と
の
繋
が
り
を
挙
げ
て
い
こ
う
。

ま
ず
、
計
有
功
撰
、
主
仲
鱗
校
護
『
鹿
詩
紀
事
校
護
』
巻
六
八

(
中
華
害
局
、
一
一

O
O七
)
の
撃
荘
の
条
の
一
部
を
見
て
み
よ
う
。

:
:
後
詔
子
奨
詩
「
白
沙
翠
竹
江
村
幕
、
相
送
柴
門
月
色

新
。
」
吟
調
不
綴
。
是
歳
卒
於
花
林
坊
、
葬
於
白
沙
。

:
:
後
に
子
美
の
詩
「
向
沙
翠
竹
江
村
の
暮
れ
、
相
送
れ
ば

鳴

海

哉

佳
比
行者

ゃ

柴
門
に
月
色
新
た
な
り
。
」
を
請
し
、
吟
識
し
て
綴
ま
ず
。
是

の
歳
花
林
坊
に
卒
し
、
白
沙
に
葬
ら
る
。

意
荘
が
口
ず
さ
ん
で
い
た
詩
句
誌
、
社
帯
の
七
律
、
「
南
隣
」

(
明
社
詩
詳
一
器
官
巻
九
。
以
下
、
本
論
で
引
く
杜
詩
は
こ
れ
を
底
本
と

す
る
)
の
建
聯
で
あ
る
。
以
下
に
原
詩
を
引
い
て
お
こ
う
。

錦
翠
先
生
烏
角
巾
錦
塁
先
生
烏
角
巾

間
関
収
苧
粟
不
全
貧
菌
に
芋
栗
を
収
め
て
全
く
は
貧
な
ら
ず

慣
者
賓
客
兜
章
一
喜
賓
客
を
看
る
に
慣
れ
て
児
童
は
霧
び

得
食
階
除
鳥
雀
耕
階
除
に
食
す
る
を
得
て
鳥
雀
は
鱗
る

秋
水
綾
深
四
五
一
尺
秋
水
識
か
に
深
し
四
五
尺

野
航
恰
受
再
三
人
野
航
恰
も
受
く
両
三
人

自
沙
翠
竹
江
村
暮
臼
沙
翠
竹
江
村
の
暮
れ

棺
送
柴
内
丹
色
新
相
送
れ
ば
柴
内
に
月
色
新
た
な
り

ー
た
社
階
が
、
南
の
隣
宅
へ
…
訪
問
し
た
と
き
の
、

い
を
描
い
た
詩
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
尾
聯
を

(40) 

安
ら
か
で
穏
や



「
吟
調
」
し
て
「
抑
制
」
ま
な
か
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
愛
好
ぶ
り
は
明

ら
か
だ
ろ
う
。
な
お
、
葬
ら
れ
た
の
が
「
臼
沙
」
と
い
う
の
も
、
社

詩
と
の
か
か
わ
り
を
思
わ
せ
る
。

そ
れ
か
ら
、
社
甫
の
出
居
を
探
し
当
て
、
再
建
し
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
警
か
れ
た
、
意
荘
の
詩
集
『
涜
一
花

集
』
の
序
文
(
向
辿
捺
校
訂
『
意
荘
集
』
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九

九
八
再
版
所
収
。
以
下
、
本
論
で
引
用
す
る
寧
荘
の
詩
は
こ
れ
を
底

本
と
す
る
)
を
見
て
み
よ
う
。
な
お
、
こ
の
序
文
は
輩
荘
の
弟
、

議
の
繁
で
あ
る
。
:
辛
蕗
春
、
応
斡
為
一
白
鶴
奏
記
。
明
年
、
涜
花
渓
尋
得
社

工
部
出
枇
、
雄
蕪
没
己
久
、
市
柱
砥
猶
存
。
間
命
斐
夷
、
結
茅

為
一
室
、
前
一
部
欲
思
其
人
部
成
其
処
、
非
敢
広
其
基
構
茸
。
藷
鑓{1) 

国
間
日
、
録
兄
之
稿
車
中
或
黙
記
於
吟
一
詠
者
、
次
為
口
口
口
、

自
之
日
涜
花
集
、
亦
社
陵
所
属
之
義
也
o

，
.

:
:
:
辛
商
(
九

O
一
)
春
、
持
に
応
じ
て
西
鋳
の
春
、
記
と
為

る
。
明
年
、
涜
花
一
渓
に
社
工
部
の
出
枇
を
尋
ね
得
た
り
、
蕪
没

さ
ん
い

す
る
こ
と
己
に
久
し
と
蹴
も
、
柱
砥
猶
お
存
す
。
図
り
て
斐
夷

を
命
じ
て
、
茅
を
結
ん
で
一
室
を
為
る
。
蓋
し
其
の
人
を
思
い

て
其
の
処
を
成
さ
ん
と
欲
す
る
も
、
敢
え
て
其
の
基
構
を
広
く

す
る
に
非
ず
。
議
使
ち
関
白
に
臨
り
て
、
兄
の
稿
革
中
或
い
は

吟
詠
を
黙
記
せ
し
者
を
録
し
、
次
し
て
口
口
口
と
為
し
、
之
を

自

し

亦

杜

駿

の

居

る

所

の

義

怠

り

。

・

・

こ
の
資
料
か
ら
は
、
輩
荘
が
意
識
的
に
校
講
の
出
援
を
探
し
た
こ

と
、
そ
し
て
読
花
草
堂
を
再
建
し
た
こ
と
、
元
の
車
掌
の
基
礎
を
尊

重
し
、
広
げ
ず
に
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
さ
ら
に
、
弟
の
章
藷
は
兄

の
詩
集
を
内
抽
出
花
集
』
と
名
づ
け
た
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
意
荘
が
編
集
し
た
麗
人
選
出
府
詩
集
明
又
玄
集
』
(
禁
宛

若
い
庄
司
唐
人
選
庸
詩
六
種
』
華
夏
出
版
社
、
一
九
九
八
所
収
)
に
載

(2) 

せ
る
詩
の
中
で
は
、
社
南
の
作
品
、
が
最
も
多
い
こ
と
か
ら
も
、
意
荘

の
杜
南
に
対
す
る
高
い
評
舗
は
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
近
年
の
研
究
も
、
社
甫
の
影
響
に
触
れ
て
い
る
。
例
え
ば

李
認
校
注
句
議
荘
築
校
法
』
(
西
川
省
社
会
科
学
続
出
版
社
、
一
九

八
六
)
の
前
一
一
一
日
の
一
部
で
、
意
荘
の
作
品
に
お
け
る
杜
甫
の
影
響
に

つ
い
て
、
社
甫
が
生
前
「
杜
陵
野
客
」
(
「
酔
時
歌
」
巻
一
一
一
)
と
自
称

し
て
い
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
自
ら
を
「
杖
綾
帰
客
」
(
「
章
江
作
」

巻
七
)
と
称
し
た
こ
と
、
社
甫
の
草
堂
を
再
建
し
た
こ
と
、
死
に
捺

し
て
社
南
の
詩
句
を
口
ず
さ
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
と

し
て
い
る
。

ま
た
、
章
荘
の
作
品
に
社
詩
、
が
影
響
を
与
え
た
と
具
体
的
に
言
及

し
て
い
る
の
は
、
広
瀬
智
「
庸
代
戦
乱
詩
考
i
杜
甫
・
章
荘
の
戦
乱

詩
j
」
(
「
奈
良
教
育
大
学
鼠
文
教
育
と
研
究
」
第
一
一

O
号
、
一
九

九
七
)
で
あ
る
。
正
瀬
氏
は
、
社
南
の
「
三
吏
三
別
」
詩
と
章
荘
の

(41) 



「
泰
婦
吟
」
の
戦
乱
に
関
わ
る
数
首
と
を
比
較
す
る
中
で
、
社
詩

は
戦
乱
の
中
で
苦
し
む
民
衆
の
悲
惨
な
さ
ま
を
描
き
な
が
ら
、
「
決

し
て
藤
王
朝
の
勝
利
を
信
じ
て
疑
う
こ
と
の
な
い
、
悲
劇
の
中
に
も

庸
王
朝
へ
の
希
望
を
内
包
す
る
」
詩
で
あ
る
が
、
意
荘
の
詩
に
は
希

望
や
前
向
き
な
感
情
が
現
れ
ず
、
さ
ら
に
宮
吏
や
皇
帝
を
礼
賛
す
る

詩
句
も
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
「
謄
王
朝
に
対
し
て
期
待
す

る
こ
と
は
無
く
、
た
だ
悲
嘆
に
暮
れ
る
の
み
」
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、

そ
れ
で
も
「
詩
史
」
と
呼
ば
れ
た
社
甫
の
作
詩
姿
勢
を
章
荘
が
継
承

し
よ
う
と
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
論
は
戦
争
に
関
わ

る
詩
の
み
を
対
象
と
し
、
ま
た
、
印
象
的
な
評
価
に
留
ま
っ
て
い
る

嫌
い
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
3

再
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
周
辺
的
な
こ
と
か
ら
も
、
意
荘
自
身
に
社
南
の

影
響
が
あ
る
こ
と
は
十
分
に
予
想
さ
れ
る
。
で
は
、
意
荘
の
詩
作
に

対
し
、
社
詩
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本

論
で
は
、
意
荘
の
詩
の
中
か
ら
、
社
詩
を
意
識
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
詩
を
取
り
出
し
て
検
討
し
、
彼
の
詩
作
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を

与
え
て
い
る
か
を
指
摘
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
の

章
荘
詩
に
お
け
る
「
社
甫
」
と
「
漉
」

管
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
意
荘
が
意
識
す
る
「
杜
帯
」
ま
た
は

に
は
、
ま
ず
「
瀬
」
の
イ
メ

i
ジ
が
撃
ね
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
。
ま
ず
は
、
そ
れ
ら
ぬ
作
品
を
引
い
て
、
考
察
し
て
い
こ
う
。

「
社
甫
」
の
名
(
杜
子
美
、
社
工
部
、
社
少
陵
な
ど
を
含
む
)
を
、

意
荘
の
詩
全
一
一
一
百
二
十
一
一
一
首
中
か
ら
検
索
す
る
と
、
わ
ず
か
に
一
例

の
詩
に
見
ら
れ
る
。
意
荘
の
七
絶
「
捧
亭
駅
小
桜
桃
(
湾
亭
釈
の
小

桜
桃
)
」
(
巻
四
)
で
あ
る
。

当
年
比
樹
正
華
関
忠
一
年
比
の
樹
正
に
華
開
く

五
馬
催
都
載
灘
来
五
馬
穣
郎
一
酒
を
載
せ
て
来
た
る

李
自
己
亡
工
部
死
李
自
己
に
亡
く
工
部
も
死
す

何
入
場
伴
王
山
出
額
向
人
か
梓
う
に
壊
え
ん
支
出
の
額
る
る
に

「
潜
亭
駅
」
は
「
鰭
亭
駅
い
と
も
・
警
か
れ
る
。
今
の
郡
江
省
杭
州

市
銭
塘
江
の
岸
に
あ
っ
た
駅
の
こ
と
。
「
五
馬
」
誌
太
守
の
別
称
。

「
健
郎
」
は
「
他
郎
」
と
閉
じ
で
、
唐
時
代
の
尚
露
関
省
各
部
の
邸
中
・

口
県
外
部
の
雅
称
。
「
宝
山
額
」
は
、
同
世
説
新
一
訪
問
h

容
止
第
十
四
に
審

か
れ
る
、
山
擦
が
欝
構
成
の
人
と
な
り
を
評
し
た
、
「
箕
静
也
、
健
機

若
王
山
之
将
端
。
」
(
其
の
酔
う
や
、
泊
四
一
椴
と
し
て
玉
山
の
将
に
崩
れ

ん
と
す
る
が
若
し
。
)
を
踏
ま
え
、
溜
に
酔
う
さ
ま
を
い
う
。

作
詩
の
背
景
に
つ
い
て
、
議
安
福
護
控

古
籍
出
版
社
、
二

C
C
一

以

下

よ
う
に
指
損
す
る
命

と
絡
す
)
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で
は

次上
の海

福
留
箪
託
、

十
月
、
銭
謬
抜
常
州
、
擁
間
安
婦
杭
州
。



十
二
月
乙
未
(
二
十
七
日
)
、
「
朗
自
主
卒
於
杭
州
。
」

録
「
(
銭
)
鍔
迎
至
郡
、
気
卒
於
樟
亭
駅
。
」
荘
当
中

本
詩
護
作
於
光
政
口
一
一
一
年
(
八
八
七
)
春
。

「
周
宝
」
と
は
、
意
荘
が
長
安
か
ら
脱
出
し
た
後
に
頼
っ
た
人
物
で
、

(4) 

鎮
海
節
度
使
だ
っ
た
の
章
荘
は
長
安
の
惨
状
を
描
い
た
作
品
で
あ
る

「
秦
婦
吟
」
を
彼
に
奉
じ
た
と
い
う
。
そ
の
局
窓
、
が
反
乱
に
遭
い
、

常
州
(
今
の
江
蘇
省
常
州
市
)
に
逃
げ
た
。
そ
の
後
、
銭
鍔
に
保
護

さ
れ
、
杭
州
に
一
炭
っ
た
が
、
光
啓
一
二
年
十
二
月
に
「
樟
亭
釈
」
で
死

ん
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
意
荘
も
周
宝
の
「
南
奔
」
に
従
っ
た
は
ず

だ
と
し
て
、
こ
の
詩
を
光
啓
一
二
年
春
の
一
作
だ
と
推
定
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
指
摘
に
は
一
部
疑
問
が
あ
る
。
作
詩
時
期
が
指
摘

の
通
り
で
あ
れ
ば
、
ま
だ
局
宝
は
そ
の
時
点
で
は
生
存
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
意
荘
、
が
「
樺
亭
駅
」
を
詩
題
に
据
え
る
の
に
は
、
田
川
宝

の
没
地
で
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
「
議
注
い
の
指
摘
だ
が
、
時
系
列
に

従
え
ば
そ
う
で
は
な
く
な
る
の
「
・
潟
奔
」
と
は
常
州
か
ら
杭
州
に
一
炭

る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
従
っ
た
露
荘
、
が
「
樟
亭
駅
」
に
行
く

に
は
、
光
啓
三
年
十
月
以
降
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
「
議
注
い
の
作
詩
時
期
に
つ
い
て
の
指
摘
は
誤
り
で
、
こ
の

詩
は
光
啓
四
年
春
の
作
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
絶
句
で
は
、
か
つ
て
局
宝
に
絡
」
席
し
た
宴

会
を
懐
古
し
な
が
ら
、
「
李
自
」
や
「
工
部
」
(
杜
菊
)
、
が
死
ん
で
し

ま
っ
た
今
は
、
誰
が
酔
い
に
付
き
合
っ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
嘆

い
て
い
る
心
情
が
諒
じ
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
李
社
と
と
も
に
あ
れ
ば
、
自
分
の
酔
い
や
「
南
奔
」
の
苦
労

は
軽
減
さ
れ
た
の
に
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
も
い
よ
う
。

ま
た
、
詩
中
に
杜
甫
の
名
前
を
一
詠
み
込
ん
で
は
い
な
い
が
、
詩
題

が
杜
禽
の
五
律
「
軍
中
酔
飲
寄
沈
八
劉
受
」
(
巻
士
一
一
)
の
第
一
'
匂

と
全
く
関
じ
で
あ
る
と
い
う
作
品
、
が
、
意
荘
に
は
あ
る
。
そ
の
五
律

「
酒
渇
愛
江
清
(
酒
渇
江
の
清
き
を
愛
す
)
」
(
巻
七
)
を
次
に
引

相」

λ
j
o酒

渇
何
方
療
潜
渇
何
れ
の
方
に
か
療
さ
ん

江
波
プ
掬
清
江
波
一
た
び
清
き
を
掬
う

ほ

と

ぎ

そ

そ

潟
甑
如
練
色
磁
に
潟
、
げ
ば
練
色
の
如
く

激
鵠
作
泉
声
績
を
激
げ
ば
泉
声
を
作
す

味
帯
地
出
雲
昧
は
帯
ぶ
他
山
の
雪

光
合
白
露
精
光
は
含
む
白
露
の
精

只
応
千
古
後
只
だ
応
に
千
古
の
後
に
も

長
称
伯
倫
情
長
く
倍
倫
の
情
に
称
う
べ
し

「
潜
、
揚
」
は
、
額
に
酔
つ
て
の
ど
が
渇
く
こ
と
。
第
三
句
は
謝
跳

「
娩
登
三
出
還
翠
一
京
邑
」
(
明
文
選
』
巻
二
七
)
の
第
五
・
六
匂
「
余

あ
や
ぎ
ぬ

霞
散
成
績
、
護
江
静
如
練
」
(
余
震
散
じ
て
績
と
成
り
、
議
江
静
か

ね
nv
ぎ
ぬ

に
し
て
練
の
如
し
)
を
踏
ま
え
、
瓶
に
注
ぐ
江
の
水
の
清
澄
な
さ
ま

(43) 



を
表
現
し
て
い
る
。
「
儲
」
は
小
さ
い
瓶
。
第
四
匂
は
西
普
の
孫
楚

(
?
i
二
八
二
)
の
、
「
流
れ
に
激
ぎ
、
一
七
に
枕
す
」
と
言
お
う
と
し

て
、
う
っ
か
り
「
石
に
激
ぎ
、
流
れ
に
枕
す
」
と
一
一
一
一
口
っ
た
と
い
う

「
激
お
枕
流
」
(
『
音
書
』
巻
五
六
)
の
故
事
の
、
一
一
一
一
間
い
間
間
違
え
る
前

の
言
葉
「
枕
石
激
流
」
を
意
識
す
る
。
「
伯
倫
」
は
、
西
習
の
劉
伶

(一一一一一

?
i三
O
O
?
)
の
字
で
、
竹
林
の
七
緊
の
一
人
。
酒
を

大
い
に
好
ん
だ
v

」
と
で
知
ら
れ
る
。

こ
の
詩
は
、
酒
に
酔
つ
て
の
ど
が
渇
い
た
と
き
に
飲
ん
だ
江
の
水

の
す
が
す
が
し
さ
を
一
詠
じ
る
詩
で
あ
る
。
首
聯
か
ら
頚
聯
に
か
け
、

く
り
返
し
江
水
の
清
ら
か
な
さ
ま
を
い
い
、
一
泊
酔
い
の
者
に
と
っ
て

は
当
然
千
古
の
後
ま
で
心
に
適
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

こ
の
詩
の
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
社
甫
の
五
律
「
筆
中
酔
飲
寄

(5) 

沈
八
劉
箆
(
箪
中
に
酔
歌
し
て
沈
八
劉
-
受
に
寄
す
)
」
(
巻
一
一
一
一
)
の

第
一
旬
で
あ
る
。
次
に
引
こ
う
。

澗
渇
愛
江
清
酒
渇

余
脱
獄
娩
汀
余
酎

軟

沙

殻

坐

穏

軟

沙

冷

石

酔

眠

醒

冷

石

野
勝
随
行
帳
野
膳

難
点
悶
発
従
伶
華
音

数
杯
者
不
見
数
杯

の
清
き
を
愛
し

晩
汀
に
撤
ぐ

き

ざ
絞
坐
穏
や
か
に

酔
駁
醍
む

J.3
帳
に
随
い

従
伶
よ
り
発
す

君
見
ず
や

都
己
遣
沈
冥
都
て
己
に
沈
冥
な
ら
し
む

厳
武
の
幕
中
で
酔
っ
て
沈
八
・
劉
受
の
二
人
に
送
っ
た
詩
で
あ
る
。

「
絞
坐
」
は
傾
い
て
箆
る
こ
と
。
「
謹
平
田
」
泣
都
の
音
楽
。

仇
兆
繋
は
「
此
詩
不
楽
居
幕
府
市
作
也
。
上
回
一
一
一
一
間
草
堂
酔
後
、
有

締
伴
自
得
之
盟
ハ
。
下
部
一
一
一
一
口
筆
中
階
宴
、
非
豪
飲
暢
意
之
持
。
」
(
批
の

詩
一
は
幕
府
に
印
刷
る
を
楽
し
ま
ず
し
て
作
る
な
り
。
上
回
は
草
堂
に
酔

し
よ
う
よ
う

い
し
後
、
倫
伴
自
得
の
輿
有
る
を
一
一
一
一
口
う
。
下
回
は
筆
中
に
隠
察
し
、

豪
欽
楊
意
の
詩
に
非
ざ
る
を
一
一
一
一
口
う
J
と
い
い
、
社
需
の
酔
い
の
心

境
が
「
穏
」
か
ら
「
沈
管
内
」
へ
と
至
る
に
従
い
、
楽
し
め
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

章
寝
は
こ
の
詩
の
前
半
の
、
仇
兆
禁
、
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
草
堂
酔

後
、
有
倫
伴
自
得
之
蹴
ハ
」
の
詩
情
を
ク
ロ

i
ズ
ア
ヅ
ブ
し
て
、
酔
い

の
過
ぎ
た
と
き
に
は
江
水
を
欽
む
の
が
す
が
す
が
し
い
と
い
う
こ
と

を
描
い
た
と
い
え
よ
う
φ

す
な
わ
ち
、
社
詩
で
は
酔
っ
た
自
ら
の
様

子
を
詠
じ
て
い
る
の
に
対
し
、
章
荘
の
詩
は
酔
後
じ
飲
む
江
の
本
に

焦
点
を
当
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
社
詩
の
前
半
の
詩
句
と
、

意
荘
詩
の
調
子
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
の

(44) 

こ
れ
ら
の
他
に
も
、
社
詩
を
踏
ま
え
な
が
ら
「
酒
」
を
詠
み
込
ん

で
い
る
詩
を
党
て
い
ニ
う
。
ま
ず
ち
の
五
律
「
紀
村
富
市
。
(
村
事

を
引
く
。

l-



線
装
映
双
一
扉
緑
蔓
双
一
瞬
に
M
m
じ

循
踏
…
径
微
縞
に
縮
れ
ば
一
律
微
な
り

雨
多
庭
果
儲
雨
多
く
し
て
庭
果
繍
れ

稲
熟
渚
禽
肥
稲
熟
し
て
諸
禽
肥
ゆ

機
摺
迎
新
社
駿
一
崎
新
社
を
迎
え

遥
砧
送
暮
縮
遥
砧
募
締
を
送
る

数

声

牛

上

筒

数

声

牛

上

の

笛

何
処
鈎
回
帰
何
れ
の
処
に
か
出
に
飾
り
て
帰
る

意
荘
、
が
立
ち
寄
っ
た
村
で
の
、
秋
の
社
日
の
光
景
を
描
い
た
詩
で

っ
ち
の
え

あ
る
。
「
新
社
」
は
、
立
春
後
お
よ
び
な
秋
後
の
第
五
一
の
戊
の
自
の

こ
と
。
土
地
の
神
を
祭
り
、
豊
作
を
折
る
鎮
守
の
祭
り
で
あ
る
。

「
網
間
」
は
、
飯
を
出
の
中
で
働
く
者
に
持
っ
て
い
く
こ
と
。

こ
の
詩
の
頚
聯
は
、
秋
の
社
日
を
迎
え
る
た
め
に
用
意
し
て
い
る

酒
や
、
ど
こ
か
ら
か
聞
こ
え
る
踏
を
う
つ
音
を
誌
じ
る
こ
と
で
、
社

日
を
迎
え
た
豊
か
な
村
の
の
ど
か
な
様
子
を
描
写
し
て
い
る
。

こ
の
勾
は
、
杜
南
の
「
選
出
父
泥
飲
奨
厳
中
丞
(
間
父
の
泥
飲
し

ヰ偽

て
厳
中
丞
を
美
む
る
に
遭
う
)
」
(
巻
一
一
)
金
一
一
句
の
第
一
一
…
・

四
句
を
踏
ま
え
て
い
る
。
第
一
句
か
ら
引
こ
う
。

歩
繰
槌
春
風
歩
藤
春
風
に
随
え
、
は

村
村
自
花
柳
村
村
自
ら
花
柳せま

田
翁
透
社
日
間
翁
社
尽
に
透
れ
ば

我
を
謹
え
て
春
酒
を
嘗
め
し
む

瀦
離
に
し
て
新
野
を
誇
る

議
限
未
だ
有
る
を
晃
ず
と

議
政
未
見
有

「
厳
中
丞
」
は
、
成
都
に
や
っ
て
き
た
社
南
を
、
あ
れ
こ
れ
と
世

話
し
た
友
人
・
厳
武
の
こ
と
。
「
歩
藤
」
は
歩
く
こ
と
。
「
菌
根
」
は
、

自
分
の
人
物
限
を
謙
遜
し
て
い
う
表
現
。

あ
る
農
家
で
春
の
社
臼
に
酒
を
ふ
る
ま
っ
て
く
れ
、
そ
の
折
り
に

厳
武
を
ほ
め
た
て
る
農
夫
と
出
会
っ
て
作
っ
た
詩
で
あ
る
。
引
用
し

た
部
分
の
後
に
は
、
成
都
罪
で
あ
る
厳
武
の
お
か
げ
で
農
夫
の
長
男

の
兵
役
が
解
か
れ
て
帰
宅
し
た
こ
と
、
社
南
を
も
て
な
す
農
夫
の
姿

が
成
都
知
た
る
厳
武
の
教
化
の
賜
物
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
の
ま
ま
夜

ま
で
引
き
'
留
め
ら
れ
た
こ
と
を
描
い
て
い
る
。

意
荘
の
「
紀
村
一
挙
」
で
は
、
こ
の
詩
を
意
識
し
な
が
ら
、
自
ら
が

立
ち
会
っ
た
村
の
社
日
の
さ
ま
を
詠
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で

も
、
社
詩
を
意
識
す
る
の
に
、
「
溜
」
、
が
関
わ
っ
て
い
る
し
、
厳
武

に
触
れ
た
詩
、
つ
ま
り
社
甫
が
穏
や
か
で
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
の
で
き
た
成
都
時
代
金
詩
を
踏
ま
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
注
目

し
た
い
。

次
に
、
章
荘
の
七
絶
「
中
酒
(
酒
に
中
る
)
」
(
『
涜
花
集
補
遺
』
)

を
見
て
み
よ
う
。

(45) 



南
隣
溺
熟
愛
相
招
南
隣
潜
熱
し
て
相
招
く
を
愛
す

さ
ん
ニ
う
か
た
む

穣
…
甲
傾
来
線
満
瓢
離
…
甲
傾
来
く
れ
ば
緑
瓢
に
満
つ

一
酔
不
知
三
門
口
事
一
た
び
酔
い
て
一
一
一
自
の
事
を
知
ら
ず

さ
も
あ
ら
ば

任
他
童
稚
作
漁
樵
任
他
あ
れ
叢
稚
の
漁
樵
を
作
す
に

「
南
隣
」
は
、
冒
頭
に
引
い
た
杜
甫
「
南
隣
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。

「
難
申
」
は
、
手
の
甲
に
か
か
る
く
ら
い
、
な
み
な
み
と
注
い
だ
潜

の
こ
と
。
「
任
他
」
は
、
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
。
ま
ま
よ
。
自
分
以
外

の
者
に
任
せ
る
と
い
う
意
味
。
こ
の
詩
は
、
南
隣
の
人
と
大
い
に
調

を
楽
し
み
す
ぎ
て
「
一
一
…
日
酔
い
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
な

ら
そ
れ
で
、
子
ど
も
が
家
事
を
す
る
の
に
任
せ
よ
う
、

あ
る
の

と
い
う
意
で

こ

の

詩

の

第

一

・

二

句

は

、

社

南

の

七

律

一

る

)

」

(
巻
九
)
の
尾
聯
を
踏
ま
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下

に
引
い
て
み
よ
う
。

企
悶
南
企
悶
北
皆
春
水

侭
見
群
験
日
日
来

花
復
不
{
慨
回
線
客
掃

蓬
門
今
始
為
者
間

盤
餐
市
遠
無
兼
昧

樽
酒
家
菟
口
ハ
出
酪

品
開
与
隣
翁
相
対
飲

舎
南
企
口
北
皆
春
水

但
だ
見
る
，
群
鶴
の
白
日
来
る
を

花
径
曾
て
客
に
縁
り
て
掃
わ
ず

蓬
門
今
始
め
て
君
が
為
に
開
く

強
餐
は
市
遠
く
し
て
兼
昧
無
く

持
酒
は
家
貧
に
し
て
口
ハ
だ
出
般
の
み

持
て
燐
翁
と
相
対
し
て
飲
ま
ん

隔
簸
呼
取
尽
余
杯

ん

向
社
詩
詳
註
』
(
以
下
、
時
詳
註
h

と
略
す
)
で
は
「
原
註
い
と
し
て
、

議
明
府
、
が
立
ち
寄
っ
た
と
き
の
作
で
あ
る
と
す
る
。
窪
間
別
府
と
は
、

明
詳
註
』
の
引
く
「
部
氏
一
在
」
に
よ
る
と
、
社
南
の
由
男
(
母
の
兄
弟
V

で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
詩
で
は
、
社
帯
宅
べ
客
、
が
訪
れ
た
と
き
、
格

別
な
も
て
な
し
で
誌
な
い
が
、
ゆ
っ
た
り
と
、
お
お
ら
か
に
対
応
し

て
い
る
情
景
を
議
き
出
し
て
い
る
。
第
八
匂
の
「
呼
取
」
は
呼
ぶ
、

招
く
こ
と
で
あ
る
。
尾
聯
は
、
我
々
だ
け
で
は
な
く
、
隣
の
老
人
と

一
緒
に
飲
も
う
で
は
な
い
か
、
簸
越
し
に
老
人
を
呼
ん
で
、
残
り
の

瀦
杯
を
欽
み
干
さ
せ
よ
う
、
と
い
う
意
味
と
な
る
。

草
堂
に
住
む
杖
南
の
、
平
穏
な
日
々
の
一
面
で
あ
る
。
客
と
だ
け

で
は
な
く
、
隣
家
の
翁
も
交
え
て
酒
を
酌
み
交
わ
す
こ
と
の
で
き
る

ゆ
と
り
が
う
か
が
わ
れ
る
の
す
で
に
引
い
た
『
溌
花
集
h

序
に
は
記

さ
れ
な
い
が
、
司
路
間
才
子
伝
』
(
巻
十
)
の
章
荘
の
記
事
に
は
、
彼
が

車
掌
に
住
ん
だ
と
あ
る
か
ら
、
再
建
し
た
草
堂
で
癒
を
欽
む
自
身
を
、

成
都
時
代
の
社
講
の
姿
に
重
ね
て
詠
じ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ

は
、
章
荘
に
も
ゆ
と
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
一
一
一
一
悶
え
る

の
で
は
な
い
か
。

以
上

や
か
な

簸
を
揺
て
て
呼
取
し
て
余
杯
を
尽
さ
し
め

(46) 

お
け
る
「
杖
帯
」
と
、
穏
や
か
で
、
か
つ
の
び

の
イ
メ

i
ジ
が
重
な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
詩
を
引



い
て
み
た
。
「
埠
亭
駅
小
桜
桃
」
で
は
、
酔
い
に
付
き
合
う
に
足
る

者
と
し
て
「
工
部
」
を
挙
、
げ
、
社
詩
「
箪
中
酔
飲
寄
沈
八
割
愛
」
の

二
郎
が
題
で
あ
る
「
瀦
渇
愛
江
清
」
で
は
、
そ
の
社
詩
の
第
一
匂
の

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
、
章
荘
は
詩
を
詠
じ
て
い
た
。
付
げ
加
え

れ
ば
、
社
詩
の
酔
い
は
草
堂
で
の
飲
瀦
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
意

荘
は
そ
の
印
象
を
踏
ま
え
た
、
心
地
よ
い
「
瀦
渇
」
を
味
わ
っ
て
い

た。
さ
ら
に
、
「
紀
村
事
」
や
「
中
漉
」
に
お
い
て
、
意
荘
が
杜
蔀
と

「
一
泊
」
と
を
絡
め
て
想
起
す
る
と
き
、
そ
れ
ら
の
詩
に
踏
ま
え
ら
れ

る
の
は
成
都
時
代
の
社
搭
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
「
酒
」
は
、
安

積
と
し
た
、
の
び
や
か
な
雰
沼
気
の
中
で
欽
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。

杜
甫
に
も
章
荘
に
も
、
ゆ
と
り
の
感
じ
ら
れ
る
詩
と
言
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
章
荘
、
が
「
潤
」
と
と
も
に
踏
ま
え
る
「
社
高
」

は
、
「
棒
亭
釈
小
桜
桃
」
を
除
い
て
、
成
都
に
落
ち
着
い
た
持
期
の
、

穏
や
か
な
暮
ら
し
の
中
に
い
る
社
南
の
姿
で
あ
る
よ
う
だ
。
流
浪
の

果
て
に
成
都
に
た
ど
り
着
い
た
章
荘
に
と
っ
て
、
社
甫
は
同
じ
よ
う

な
辛
酸
を
嘗
め
な
が
ら
も
安
住
の
地
を
得
た

i
i杜
甫
は
そ
の
地
で

終
わ
ら
な
か
っ
た
が
1

1

と
い
う
点
で
最
も
共
感
で
き
る
先
達
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
で
捉
え
れ
ば
、
「
捧
亭
駅
小
核
桃
」

に
お
い
て
も
、
と
も
に
漉
祢
を
傾
け
た
い
棺
手
と
し
て
の
「
社
甫
〕

な
の
だ
と
も
震
え
る
。

掌
荘
詩
に
お
け
る
「
社
甫
」
と
「
愁
い
」

前
節
で
は
、
意
荘
が
社
講
を
意
識
す
る
の
に
、
「
溜
い
を
借
り
て
、

認
や
か
で
、
か
つ
の
び
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
で
一
詠
じ
て
い
た
詩
を
引
い

て
検
討
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
と
は
加
に
、
「
愁
い
」
の
情

を
一
詠
じ
る
の
に
、
社
甫
を
意
識
し
て
い
る
詩
も
あ
る
。
本
節
で
は
そ

れ
ら
の
詩
を
引
い
て
、
検
討
し
た
い
。

最
初
に
、
牽
荘
の
五
律
「
賊
中
与
菊
章
二
秀
才
問
臥
震
疾
。
一
一
君

間
帯
愈
、
余
独
加
駕
。
悦
稔
之
中
、
殴
有
題
。
(
賊
中
に
藷
豊
中
二
秀
才

と
間
に
霊
疾
に
臥
す
。
二
君
尋
い
で
愈
ゆ
る
も
、
余
独
り
加
う
る
の

み
。
悦
協
の
中
に
、
間
り
て
題
す
る
有
り
。
)
」
(
巻
二
)
を
見
て
み

よ
う
与
者
向
猷
疾

独
我
漸
弥
一
留

弟
妹
不
知
処

兵
文
殊
未
休

胸
中
疑
晋
餐

耳
下
回
問
販
牛

縦
有
秦
医
在

穣
郷
亦
涙
流

(47) 

君
と
問
に
疾
に
臥
す
も

独
ち
我
の
み
漸
く
弥
留
す

弟
妹
処
を
知
ら
ず

一
兵
文
殊
に
未
だ
休
ま
ず

胸
中
に
雷
撃
を
疑
い

耳
下
に
駿
牛
問
問
う

縦
い
秦
医
の
在
る
有
る
も

郷
を
懐
い
て
亦
た
涙
流
る



意
荘
が
黄
巣
の
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
病
の
た
め

ι長
安
に
滞
在
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
を
詠
じ
た
詩
で
あ
る
つ
意
荘
の
詩
は
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
制
作
年
不
明
だ
が
、
こ
の
詩
は
黄
巣
の
乱
に
よ
り
長

安
が
占
領
さ
れ
た
広
明
元
年
λ

八
八

O
)
に
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
「
弥
留
」
は
病
が
久
し
く
身
に
留
ま
り
、
震
く
な
る
こ
と
。

「
皆
昭
島
」
は
、
万
一
容
秋
在
氏
伝
』
成
公
十
年
の
伝
に
帯
一
一
掛
か
れ
る
、
晋
の

景
公
が
、
夢
で
疾
病
が
…
一
竪
子
と
な
っ
て
督
出
向
の
簡
に
穏
れ
た
の
を

問
ん
た
と
い
う
故
事
か
ら
、
病
療
を
い
う
。
「
殿
牛
」
は
、
管
の
般
仲

壌
の
父
が
耳
の
病
に
か
か
り
、
そ
の
結
果
床
下
に
蟻
の
動
く
の
を
聞

い
て
、
牛
が
戦
っ
て
い
る
と
開
き
誤
っ
た
と
い
う
、
『
世
説
新
語
』

紘
漏
第
一
一
…
十
四
に
あ
る
故
事
を
表
す
。
「
秦
一
法
」
は
、
い
に
し
え
の

良
認
で
あ
る
濡
鵠
の
こ
と
。

領
聯
に
あ
る
と
お
り
、
長
安
占
拠
の
捜
乱
の
中
、
病
を
抱
え
る
章

荘
は
、
弟
妹
と
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

九
円
，

i
)

の
簡
所
が
、
次
の
社
南
「
遊
興
(
遺
興
)
」
(
巻
九
)
の
首
聯
を
踏
ま

え
て
い
る
の
で
、
見
て
み
よ
う
。

干
支
猶
未
定
千
文
繍
お
未
だ
定
ま
ら
ず

弟
妹
各
何
之
弟
妹
各
お
の
何
一
く
に
か
之
く

拭
一
仮
一
指
襟
出
一
一
探
を
拭
え
ば
襟
を
一
落
す
血
に
し
て

棟
一
鎖
満
指
糸
頭
を
椛
れ
ば
満
面
の
糸
な
り

地
卑
荒
野
大
地
卑
く
し
て
荒
野
大
に

天
遠
暮
江
遅
天
遠
く
し
て
暮
江
遅
一
し

衰
疾
部
能
久
衰
疾
那
ぞ
能
く
久
し
か
ら
ん

応
無
党
汝
期
応
に
汝
を
見
る
期
無
か
る
べ
し

ニ
扇
町
邸
ハ
」
と
い
う
詩
題
に
よ
り
、
特
別
な
状
況
を
設
定
し
て
詠
じ

た
の
で
は
な
く
、
沸
き
起
こ
っ
た
興
を
放
つ
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
た
詩

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
明
詳
註
』
で
は
、
「
梁
権
道
編
在
成
都
詩

内
。
」
と
し
、
前
後
の
詩
か
ら
、
上
元
元
年
(
七
六

O
)
頃
の
作
だ

と
推
定
で
き
る
。
安
史
の
乱
中
に
お
け
る
、
自
ら
と
そ
の
家
族
の
行

く
末
を
患
い
、
深
く
絶
望
し
て
い
る
こ
と
の
わ
か
る
作
品
で
あ
る
。

ま
ず
、
こ
の
詩
の
首
聯
の
二
匂
を
踏
ま
え
て
、
章
荘
詩
の
鎮
勝
、
が

作
ら
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
怠
い
。
詩
意
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、
詩
人
の
状
況
も
共
通
し
て
い
る
。
「
遼
興
」
第

七
勾
は
、
章
荘
の
詩
題
に
あ
る
「
悦
惚
之
中
」
や
、
そ
の
詩
の
頚
聯

に
通
じ
て
い
る
。
「
褒
疾
」
に
よ
っ
て
長
く
生
き
ら
れ
ま
い
と
詠
う

杜
甫
の
姿
は
、
独
り
病
の
篤
い
意
誌
を
慰
め
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
に
、
章
荘
は
「
賊
中
与
議
章
二
秀
才
:
・
:
い
の
誌
に
お
い
て
、

自
身
に
際
り
か
か
っ
た
不
幸
を
「
遺
販
C

の
詩
趣
に
重
ね
て
詠
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
意
荘
が
社
詩
の
越
き
を
踏
ま
え
て
い
る
、
と
い
っ
て
も
、

作
詩
姿
勢
は
も
ち
ろ
ん
異
な
る
。
「
遺
鰻
(
」
で
は
、
頚
聯
で
広
大
な

天
地
を
描
く
ニ
と
に
よ
り
、
彼
の
孤
独
感
が
よ
り
強
く
描
か
れ
て
い

(48) 



る
の
に
対
し
、
意
荘
詩
で
は
自
ら
の
心
中
の
不
安
を
述
べ
る
に
と
ど

ま
る
と
い
う
点
で
、
ス
ケ
ー
ル
が
異
な
る
。
さ
ら
に
、
社
甫
は
詩
を

通
し
て
弟
妹
と
の
再
会
を
強
く
願
う
の
に
対
し
、
意
荘
は
弟
妹
の
不

明
に
触
れ
な
が
ら
、
告
ら
の
鍵
康
不
安
と
望
郷
の
念
を
訴
え
て
詩
を

結
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
患
い
が
自
己
へ
向
か
う
と
い
う
点
は
、

章
荘
の
作
詩
の
特
徴
と
し
て
確
認
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
他
に
も
同
じ
く
「
愁
い
」
を
詠
じ
る
の
に
、
社
講
を
意
識

し
た
と
推
測
さ
れ
る
詩
に
、
意
荘
「
錨
白
(
白
を
鍾
く
)
」
(
巻
m
m
)

が
あ
る
の
で
兇
て
み
よ
う
。

白
髪
太
無
情
白
髪
太
だ
無
情
な
り

朝
靭
錨
又
生
朝
朝
鋪
く
も
又
生
ず

始
関
糸
…
機
始
め
糸
の
…
綾
に
閤
る
も

漸
一
台
高
罰
千
茎
漸
く
し
て
雪
の
千
茎
に
一
金
る

不
避
佳
人
笑
住
人
の
笑
い
を
避
け
ざ
る
も

唯
怖
稚
子
驚
唯
だ
稚
子
の
驚
く
を
漸
ず

新
年
過
半
百
新
年
半
百
を
過
ぐ

猶
歎
未
休
兵
猶
お
歎
く
未
だ
兵
を
休
め
ざ
る
を

自
ら
の
者
い
を
ユ

i
モ
ラ
ス
に
描
く
と
と
も
に
、
自
身
が
五
十
歳

を
迎
え
よ
う
と
い
う
歳
に
な
っ
て
な
お
、
戦
の
終
わ
ら
な
い
こ
と
を

歎
い
て
い
る
。
詩
越
の
「
鏑
白
」
は
、
自
髪
を
抜
く
こ
と
。

こ
の
詩
で
は
、
結
句
の
「
未
休
丘
ハ
」
が
、
次
に
引
く
社
南
「
月
夜

(
月
夜
舎
弟
を
憶
う
)
」
を
踏
ま
え
て
い
る
と
態

わ
れ
る
。
な
お
、
「
未
休
兵
い
と
い
う
表
現
は
、
ぷ
点
謄
詩
h

中
で
は

社
南
一
例
、
鄭
省
二
例
、
意
荘
一
一
例
の
一
計
四
例
の
み
で
あ
っ
た
。

成
鼓
断
人
行
成
鼓
人
行
断
え

辺
秋
一
躍
声
辺
秋
一
雁
の
声

露
従
今
夜
白
露
は
今
夜
よ
り
臼
く

月
建
故
郷
明
月
は
是
れ
故
郷
に
明
ら
か
な
ら
ん

有
弟
皆
分
散
弟
有
る
も
皆
分
散
し

無
家
間
死
生
家
の
死
生
を
問
う
無
し

寄
書
長
不
逮
蓄
を
寄
す
る
も
長
く
達
せ
ず

況
乃
未
休
兵
況
ん
や
乃
ち
未
だ
兵
を
休
め
ざ
る
を
や

乾
元
二
年
(
七
五
九
)
、
官
を
捨
て
、
秦
州
に
た
ど
り
著
い
た
杜

帯
、
が
、
安
史
の
乱
に
よ
れ
ツ
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
長
ら
く
会
っ
て
い

な
い
弟
た
ち
を
案
じ
る
詩
で
あ
る
。
広
く
知
ら
れ
る
詩
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
で
は
内
容
に
つ
い
て
は
深
く
言
及
し
な
い
。
章
荘
「
一
鍾
白
」
と

は
、
「
未
休
兵
へ
い
ま
だ
戦
、
が
終
わ
ら
な
い
と
詠
じ
て
い
る
と
い
う

共
通
点
が
あ
る
9

章
荘
「
鍾
白
」
で
は
、
第
七
句
ま
で
非
常
に
軽
妙
な
表
現
を
用
い

て
一
詠
じ
て
い
る
が
、
結
句
に
杜
詩
の
一
一
一
節
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
用
い
る

こ
と
で
、
散
援
な
雰
問
問
気
を
封
じ
、
詩
全
体
を
引
き
締
め
て
い
る
と

い
え
る
。
軽
口
の
よ
う
に
'
自
ら
の
自
髪
に
つ
い
て
述
べ
な
が
ら
、
結

(49) 



び
で
社
南
の
過
酷
な
境
遇
と
、
そ
れ
に
起
留
す
る
憂
愁
を
暗
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
節
で
述
べ
た
、
奪
荘
詩
に
お
け
る

「
社
甫
」
と
「
酒
」
と
の
穏
や
か
な
イ
メ

i
ジ
と
は
異
な
り
、
社
甫

の
訴
え
る
嘆
き
の
語
を
踏
ま
え
て
、
意
荘
は
詩
を
詠
じ
て
い
る
の
で

あ
る
。
意
荘
は
自
身
の
境
遇
と
社
南
の
人
生
が
重
な
る
こ
と
に
、
共

感
i
i互
い
に
似
通
う
境
遇
へ
の
連
帯
感

i
lを
覚
、
え
て
い
る
と
言

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
意
荘
が
「
月
夜
憶
舎
弟
」
を
踏
ま
え
て
い
た
こ
と
は
、
用

績
の
語
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。
社
詩
の
韻
は
「
声
」
が
法
議
第
十
四

清
韻
、
「
明
」
「
生
」
「
兵
」
、
が
広
議
第
十
二
庚
韻
で
あ
る
の
に
対
し
、

「鋸

JU
の
韻
は
「
生
」
「
矯
」
「
圧
と
が
広
韻
第
十
二
庚
韻
、
「
菜
」

が
広
韻
第
十
三
耕
韻
と
通
用
す
る
。
そ
も
そ
も
、
「
生
」
「
兵
い
と
向

じ
学
を
用
い
て
詩
を
詠
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
杜
詩
を
念
頭
に
置

い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
後
代
の
次
韻
と
は
作
法
が
巽
な
る
が
、
社

前
に
倣
っ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
間
間
違
い
な
い
。
こ
の
点
か
ら
、
意

荘
の
社
甫
へ
の
敬
慕
の
念
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
問
じ
く
社
詩
の
一
節
が
用
い
ら
れ
て
い
る
意
荘

日
)
」
(
巻
問
)
を
見
て
み
よ
う
。

為
儒
逢
世
乱
儒
と
為
り
て
世
乱
に
逢
う

五
口
道
欲
何
之
…
札
口
が
道
何
く
に
か
之
か
ん
と
欲
す

学
剣
己
略
娩
剣
を
学
ぶ
は
己
に
応
に
娩
か
る
べ
し

山
に
婦
る
も
今
又
還
し

故
人
三
載
の
別
れ

明
月
間
郷
に
悲
し
む

縄
慢
す
槍
江
の
上

塁
塁
と
し
て
饗
に
糸
有
り

当
時
の
多
く
の
者
が
穫
れ
た
官
吏
に
な
ら
ん
と
志
し
た
意
荘
の
、

将
来
に
不
安
と
絶
望
を
抱
く
さ
ま
、
が
描
か
れ
た
詩
で
あ
る
。
こ
の
詩

の
題
で
あ
る
「
禽
一
一
一
一
日
の
通
り
、
章
荘
は
こ
の
詩
を
通
し
て
不
遇
で

あ
る
こ
と
へ
の
不
満
を
訴
え
て
い
る
。
そ
し
て
次
の
、
社
甫
「
秦
州

雑
詩
二
十
議
(
秦
州
雑
誌
二
十
首
)
」
〈
其
問
V

(

巻
七
)
を
意
識
し

て
一
詠
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
次
に
引
い
て
み
よ
う
。

鼓
角
縁
辺
郡
鼓
角
縁
辺
の
郡

川
源
欲
夜
時
川
原
夜
な
ら
ん
と
欲
す
る
時

秋
聴
綾
地
発
秋
に
聴
け
ば
地
に
般
も
し
て
発
り

風
散
入
禁
悲
嵐
に
散
じ
て
震
に
入
り
て
悲
し
む

抱
葉
寒
輝
静
襲
を
抱
き
て
寒
鱒
は
静
か
に

山
に
帰
ら
ん
と
し
て
独
鳥
は
避
し

声
は
一
概

寛
に
伺
く
に
か
之
か
ん

サ
(
七
五
九
)
、
秦
州
滞
在

自
ら
の
将
来
の
見
通
し
の

帰
山
今
又
遅

故
人
一
一
一
載
別

明
丹
南
郷
悲

情
最
強
江
上

(50) 

時
の
作
で
あ
る
今



な
い
こ
と
に
絶
望
し
、
歎
く
心
情
を
詠
じ
て
い
る
。
意
荘
も
、
こ
の

杜
荷
の
深
い
歎
き
を
下
敷
き
に
し
て
、
自
ら
の
将
来
に
絶
望
を
表
現

し
て
い
る
。

ま
ず
明
ら
か
な
の
が
、
社
誌
の
結
句
「
吾
道
寛
何
之
」
を
踏
ま
え

て
、
意
荘
は
「
苦
道
欲
何
之
」
と
詠
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
自
分

は
い
か
な
る
道
を
歩
め
ば
よ
い
の
か
、
と
の
歎
き
が
明
確
に
描
か
れ

て
い
る
。
社
南
の
陥
っ
た
絶
望
に
自
ら
も
蒔
面
し
て
い
る
こ
と
を
、

社
南
の
一
言
葉
を
借
り
て
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
杖
詩
の

第
六
句
「
帰
山
独
鳥
遥
」
を
承
け
て
、
「
寓
一
一
一
一
♂
第
四
匂
で
は
「
婦

山
今
又
遮
」
と
し
て
い
る
。
杜
甫
の
場
合
は
、
遅
々
た
る
鳥
の
姿
に

自
身
を
投
影
し
た
象
徴
的
な
詠
じ
方
で
あ
る
が
、
意
荘
の
場
合
は
高
…

接
的
に
自
身
の
先
行
き
の
読
め
な
い
、
本
安
な
感
情
を
表
現
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
用
韻
に
お
い
て
は
、
「
秦
州
雑
時
間
」
で
は
「
時
」
「
之
」

が
広
韻
第
七
之
韻
、
「
悲
」
「
遅
』
が
広
韻
第
六
脂
韻
で
あ
る
の
に
対

し
、
「
常
一
宮
町
」
で
は
「
之
」
「
糸
」
が
広
韻
第
七
之
韻
、
「
遅
」
「
悲
」

が
広
韻
第
六
指
様
で
あ
り
、
「
之
」
「
選
」
「
悲
」
が
向
字
で
あ
る
c

前
に
引
い
た
「
錨
臼
」
と
関
じ
く
、
社
詩
を
念
頭
に
貴
い
て
詠
じ
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

以
と
の
こ
と
か
ら
、
意
荘
一
が
杜
詩
を
借
り
て
愁
い
を
詠
じ
る
と
き
、

前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
、
成
都
時
代
の
の
ど
か
な
雰
関
気
の
詩
で
は

な
く
、
秦
州
時
代
の
社
甫
の
厳
し
い
社
会
状
況
や
生
活
状
況
の
中
か

ら
宝
ま
れ
た
深
い
憂
愁
を
詠
じ
た
詩
句
、
が
下
敷
き
と
な
っ
て
い
る
こ

と
に
注
目
で
き
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
詠
じ
ら
れ
る
詩
句
は
、
章

荘
の
痛
切
な
叫
び
と
一
窓
口
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

そ
れ
に
加
え
、
意
荘
の
「
錦
臼
」
や
「
寓
一
一
一
一
口
」
は
、
社
詩
の
額
に

倣
っ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
章
荘
の
社

詩
に
対
す
る
意
識
の
在
り
方
は
、
非
常
に
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
。

四

お
わ
り
に

本
論
で
は
、
意
荘
が
社
甫
を
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
作
品
の

中
で
、
特
に
「
溜
」
と
「
愁
い
」
に
つ
い
て
詠
じ
ら
れ
た
作
品
を
検

討
し
て
き
た
。

意
荘
の
、
「
杜
甫
」
と
「
酒
」
の
イ
メ
i
ジ
を
重
ね
た
作
品
に
は
、

「
樟
亭
訳
小
絞
桃
」
を
除
け
ば
、
…
沼
を
前
に
し
て
積
や
か
な
心
持
ち

の
意
荘
の
姿
、
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
社
甫
が
成
都
に
た
ど

り
着
き
、
厳
武
等
に
助
け
ら
れ
て
涜
花
草
堂
を
建
て
、
そ
こ
に
住
ん

で
い
た
時
期
の
穏
や
か
さ
に
通
じ
よ
う
。
ま
た
、
近
隣
の
者
と
の
交

流
も
、
社
詩
か
ら
発
想
を
得
て
、
そ
う
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

蒙
荘
の
抱
く
「
社
南
と
酒
」
は
、
自
ら
を
癒
し
、
他
者
と
の
交
流
を

温
め
る
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
言
え
る
。
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ま
た
、
意
荘
が
「
愁
い
」
の
情
を
詠
じ
た
詩
に
お
い
て
、
社
甫
の

詩
を
意
識
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
の
は
、
「
愁
い
」
の
生
じ
る
そ
の

原
因
が
似
通
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。
社
南
が
安
史
の

乱
、
意
荘
が
黄
巣
の
乱
に
麗
麗
し
、
と
も
に
弟
妹
を
見
失
い
、
い
ま

だ
戦
乱
の
終
わ
ら
ぬ
状
況
下
、
自
分
の
今
後
の
展
望
を
開
け
ず
に
い

る
と
い
う
、
状
況
や
境
遇
の
類
似
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
自
ら
が

尊
敬
す
る
詩
人
と
同
じ
よ
う
な
境
遇
に
焔
っ
た
か
ら
こ
そ
、
共
感
せ

ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
章
荘
詩
に
対
す
る
社
詩
の
影
響
と
し
て
、

「
湖
」
や
「
愁
い
」
を
詠
じ
た
詩
に
お
い
て
は
、
社
南
と
自
身
の
境

遇
を
重
ね
合
わ
せ
て
心
情
を
一
詠
じ
よ
う
と
し
た
と
い
う
点
や
、
後
代

の
次
韻
の
よ
う
な
形
で
韻
を
合
わ
せ
た
詩
に
お
い
て
は
、
績
を
倣
う

こ
と
で
杜
甫
へ
の
共
感
を
よ
り
強
く
表
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
社
南
の
心
境
に
通
ず
る
も
の
が

あ
る
と
、
詩
を
読
む
者
に
怒
わ
せ
る
と
い
う
点
で
、
効
果
が
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。
意
荘
詩
に
お
け
る
社
詩
の
影
響
の
一
部
と
考
え
て
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

注
(
1
)
任

海

天

(

人

民

文

学

出

版

社

、

「
z
r
L

“
編
業
荘
伝
略
」
第
九
章
で
は
、

パリ

vnv五
v

一
附
収
の

序
の
欠
け
た
部
分

に
つ
い
て
、
「
按
、
所
鉄
三
字
当
為
，
二
十
巻
乙
と
推
定
し
て
い
る
。

(2)
司
文
玄
集
』
に
掲
載
さ
れ
る
こ
九
七
首
の
詩
中
に
、
社
甫
の
詩
は
七

麓
を
数
え
、
最
も
多
い
。

(
3
)
轟
詑
で
拡
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
五
七
と
あ
る
が
、
実
際
は
光
啓
三

年
一
一
一
月
ま
で
が
巻
二
五
六
、
昭
一
月
か
ら
は
巻
二
五
七
に
載
っ
て
い
る
。

(
A
T
)

郁
賢
結
『
唐
科
史
考
全
編
』
(
安
徴
大
学
出
版
在
、
一
一

0
0
0
)
に

よ
れ
ば
、
期
宝
法
乾
符
六
年
(
八
七
九
)
か
ら
党
政
百
三
年
(
八
八
七
)

ま
で
、
満
州
刺
史
で
あ
り
、
鎮
海
節
度
使
を
兼
ね
て
い
た
。

(
5
)
『
ふ
え
唐
詩
』
で
誌
、
「
一
作
暢
当
詩
。
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

z…山

詩
詳
日
夜
』
や
章
荘
の
諸
控
釈
章
一
閣
は
杜
荷
の
作
と
し
て
い
る
の
で
、
そ

れ
に
従
う
。

(
6
)
簿
瑛
路
句
簡
明
才
子
括
校
選
』
(
中
華
審
局
、
ニ

0
0
0
)
巻
十
に
、

「
荘
自
来
成
都
、
一
一
場
得
社
少
綴
所
属
涜
花
渓
故
柱
、
錐
蕪
没
己
久
、

市
柱
砥
繕
序
、
遂
諒
茅
重
一
作
事
堂
而
属
議
。
」
と
あ
る
。

(
7
)
議
控
は
、
意
荘
の
繍
に
よ
る
ヂ
八
玄
集
』
に
こ
の
詩
が
選
ば
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
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